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McAllister andMiller[2008], p. 52）。また、SFAS141（R）においても、「経済的
単一体説（エンティティ理論と同じ意味で用いられているものと解釈される―



































１．U. S. Steel 社の第１期年次報告書
U. S. Steel 社は 1903年４月に株主に対して第１期年次報告書を公表した。
1902 年 12 月 31 日で終了する年度に関するこの報告書は、株主向けの会計報告
の歴史のなかで最初の完全な報告書であり、「１つのランドマーク」（May
[1943], p. 54）、「最初のマイルストーン」（Brundage[1951], p. 72）と高く評価
されている。しかも、U. S. Steel 社は、Price, Waterhouse & Companyの勅許
会計士の監査証明を受けた連結貸借対照表と連結損益計算書をこの年次報告書
に含めた。
Previts andMerino［1998］によると、U. S. Steel 社のこの最初の連結財務諸
表はエンティティ理論に基づいて作成されたものであるとしている。

























この書き出しのすぐ後に、Income Account For The Year という名称で、当
期純損益の処分結果が示されている。また連結貸借対照表には、Condensed





の処分結果、連結貸借対照表、連結損益計算書、さらにはU. S. Steel 社とその
子会社の未分配剰余金に関する表示を示すことにする。
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資料１．U. S. Steel 社の当期純損益の処分結果
アメリカ連結会計における少数株主持分の資本性に関する歴史的一考察
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資料３．U. S. Steel 社の連結損益計算書
⑵ 連結財務諸表のエンティティ理論の根拠





方上段において「U. S. Steel 社以外に所有された子会社の資本金（額面金
額）（CAPITAL STOCKS OF SUBSIDIARIES NOT HELD BY U. S.
STEEL CORPORATION (Par Value)）」として記載されている。
② 連結貸借対照表の貸方中段において、「資本及び流動負債の合計（Total
Capital and Current Liabilities）$1,438,970,643.53」が小計されているこ
とから、流動負債より上の項目が資本（capital）となる。そのなかに「U. S.
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資料４．U. S. Steel 社とその子会社に関する未分配剰余金
Steel 社の資本金（CAPITAL STOCK OF U. S. STEEL CORPORATION）」
と少数株主持分の一部を構成する資本金（額面金額）とが独立して併記さ
れている。
③ 連結貸借対照表の貸方の最下行において、「U. S. Steel 社設立後の全社に
おける剰余金累計額（Surplus accumulated by all companies since







剰余金（Undivided Profits or Surplus for the year）$34,253,656.75」が、
資料４のU. S. Steel 社とその子会社の未分配剰余金において「当期の増加
剰余金（Surplus for the year 1902, as above）」として振り替えられている
ことからすると、当期純利益と当期未分配利益はともに、U. S. Steel 社の
関係会社全体に関するものと考えられ、少数株主持分はこれらに包含され
ている。













連結貸借対照表を見れば分かるが、資本のなかにU. S. Steel 社の資本金と少数
株主の資本金（額面金額）のみならず、負債証券として「社債及び無担保社債
（Bonded and Debenture Debt）」、「子会社の抵当証券及び買取資金債務










また、これと呼応するように、資料１より、U. S. Steel 社は「当期純利益
（Balance of Net Earnings for the year）$108,534,374.25」を原資として、同社
の「社債利息の支払い（Interest on U. S. Steel Corporation Bonds for the year）
$15,187,850.00」および「減債基金の積立て（Sinking Fund on U. S. Steel
Corporation Bonds for the year）$3,040,000.00」、ならびに同社の「優先株主
および普通株主への配当（Dividends for the year on U. S. Steel Corporation





。これらを根拠にして、U. S. Steel 社がエンティ
ティ理論に依拠していたと判断することができるのである。
ところで、連結貸借対照表と連結損益計算書には、株主総会で選任された






S. Steel 社の株主に対する利益も「公正かつ正確な表示（fair and correct
statement）」であると証明された（certify）
7








資料５．U. S. Steel 社の監査証明書
でに実務においてエンティティ理論に依拠した連結会計が行われていたと考え








当時 294 社の公開年次報告書を詳細に調査した Daniels［1934］によれば、







































連 結 貸 借 対 照 表
資 産・・・・ $……… 負 債・・・・・・・ $………












連 結 貸 借 対 照 表
資 産・・・・ $……… 負 債・・・・・・・ $………
資 本 金
持 株 会 社 の
資 本 金
$……








連 結 貸 借 対 照 表




















コロンビア大学ビジネススクール教授 Roy B. Kester であり、もう１人がミシ

































































































連 結 貸 借 対 照 表
資 産 負債および資本
現金 ＄115,000.00 支払手形 $100,000.00
受取手形 330,000.00 買掛金 25,000.00
売掛金 305,000.00 社債 575,000.00
商品 210,000.00 負債の合計 $700,000.00
その他の財産 100,000.00 X社の資本金 1,000,000.00
工場 650,000.00 X社に所有されていない
特許権 500,000.00 子会社の資本金 200,000.00





連 結 貸 借 対 照 表








































連 結 損 益 計 算 書




























































































































される資産を示し、もう片方で、組織体の外部者（those outside of the
organization）によって保有される持分を示すのである。」（p. 596）
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U. S. Steel 社は、連結財務諸表を同社の株主のために報告した。しかし、親
会社の株主持分に帰属する利益も、剰余金も明らかにはされておらず、利益な


















みることもできなくはないが、しかしU. S. Steel 社にとっての資本とは、同社
の資本金と少数株主の資本金に、負債証券を含めた長期的資金提供者の持分を





































































１ SFAS141（R）と SFAS160 の内容は、2009 年７月に公表された現行のFASBによる会
計基準のコード化体系 Accounting Standards Codification（ASC）において、トピック 805
「企業結合」とトピック 810「連結」の一部に所収されている。
２ ASBJ は平成 21 年７月 10 日に「企業結合会計の見直しに関する論点の整理」を公表し、
国際的な会計基準やその動向を踏まえ、少数株主持分の取扱い、取得原価の算定、取得原
価の配分、のれんの会計処理、子会社に対する支配の喪失という５つの論点を示し、議論
の整理を行っている。第 191回委員会（平成 21 年 12 月 10 日）で、暫定合意のための意思
確認が行われ、少数株主持分を資本として扱う案が採用されたが、現在、鋭意さらなる検
討が行われている。
３ U. S. Steel 社の初年度の連結財務報告は、財務報告の歴史に刻まれるきわめて重要な出
来事に位置づけられている（May[1943], p. 54, Brundage[1951], p. 72.）。
４ U. S. Steel 社の第１期年次報告書は、Vangermeersch［1986］に所収されているものを
参考にし、本稿での考察に当たって必要な箇所を転載させていただいた。
５ Kohler [1970], p. 72. （染谷恭次郎訳［1989］、p. 80。）

































Steel 社とその子会社の「帳簿を調査した（We have examined the books of U. S. Steel
Corporation and its Subsidiaries）」ことが明記されている。
８ アメリカにおける 1900 年から 1930 年までの年次報告書を調査した二村［1999］では、
連結貸借対照表において少数株主持分を資本に含めて表示する実務が存在していたという
事実が明らかにされている。









「過半数持分の見地（point of view of the majority interests）からすれば、……（省略）
……少数株主持分は負債である。しかし、少数株主は債権者というより資本主に位置
づけられる。それゆえに、少数株主持分は連結貸借対照表では、特別な純財産勘定
































14 Hoggett and Leo［1972］では、純粋なエンティティ理論（“pure” entity theory）に立脚
すると、持株会社株主も少数株主も、ともにエンティティに対する外部資金提供者として
等しく扱われるとしており、Moonitzのエンティティ理論とは異なるもの（Moonitzのエ
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